
様式１（小・中）【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 中間評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プラン（めあて・まとめ、表現）の成果指
標を達成した教師８５％以上

・校内研修を行い、共通理解を図るとと
もに、全職員で継続的に徹底して指導を
行う。 B

・「共通実践のためのマイプランを実践している」と答えた職員
の割合は１００％である。しかし、よくあてはまると答えた職員
は１５．４％であることから、自信をもって答えることができるよ
うにしていきたい。授業づくりチェックを学期末等に行い、意識
させていく。

・
学力向上コーディネーター

◎主体的・対話的な学びの充実 ○「学習のめあてをもたせ，まとめにつ
なげている。」の質問に対して肯定的な
回答をする職員の割合90％以上にす
る。

・めあてを子ども目線で立てることができ
るような授業実践を行うために，教材研
究・児童理解を深める。 A

・学習のめあてを持ち、学習に取り組んでいる」という
児童の割合は９５．７％であった。今後は「よくあてはま
る」と答えている児童の割合が増えるよう、教材研究を
さらに深めていきたい。

・
学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇「自分のよさに気づくことができる」と
いう児童を85％にする。
〇「友だちのよさが分かる」という児童を
95％にする。

・道徳の学習や日頃の活動を通して、自
分のよさに気づくと共に、他者への思い
やりの心を育てるための取り組みや指
導の在り方などを工夫する。

B

・自分のよさに気づいている児童は７８．５％、友達のよさに気
づいている児童は９５．７％であった。２学期からも道徳等の学
習や日常の活動を通して、児童のよさを称賛したり、褒め褒め
タイムなどの活動を設けたりすることで、自他のよさに気づくこ
とができる児童が増えるように取り組みを継続していく。

・

特別活動部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇小さないじめ事案を見逃さないよう
に、報告・連絡・相談をしようと務めた職
員の割合を100％にする。
〇「友だちと仲良く協力し、学校で楽しく
過ごすことができている」という児童を
95％にする。

・子どもの観察や定期的なアンケートで実態を
把握し、問題行動やいじめに迅速に対応す
る。
・小さな事案でも関係者での話し合いやケース
会議を行う。
・児童理解連絡会を定期的に設け、職員全体
で把握する。
・SCとの連携を図る。

A

・いじめに関する研修を受けたことで、些細ないじめ事案も見逃さな
い、適切に対応するなど、職員の意識を高めることができた。
・９４．６％の児童が友達のことを思いやり、楽しい学校生活を送るこ
とができている。
・細やかな児童観察やアンケートでの実態把握等をするとともに、気
になる児童はケース会議やSCとの相談を行う。また、児童連絡会で
報告することで全職員が把握し、何らかの支援ができるようにしてい
く。

・

特別活動部

●「望ましい生活習慣の形成」 ○気持ちの良い挨拶ができる児童の割
合を９０％にする。

・月の生活目標との関連を図る。
・学年に応じた挨拶の仕方を指導し、定期的に
振り返る機会をつくり意識づけをさせる。
・挨拶週間を設定して挨拶に対する意識を高
め、よく頑張っている児童を褒める。

A

・96％の児童がほぼ気持ちの良い挨拶をして
いる。
・引き続き、定期的な振り返りや挨拶運動、学
年での指導、賞賛をして、さらなる徹底を図
る。

・

生活指導部

○「安全に関する資質・能力の育成 ○廊下右側歩行率を９０％以上にする。 ・月の生活目標との関連を図る。
・視覚的に右側歩行を意識できるよう、掲示を工
夫する。
・定期的に振り返る機会をつくり、よく頑張ってい
る児童を褒める。

A

・93％の児童がほぼ右側歩行をしている。
・引き続き、教師による声かけや児童自身による
定期的な振り返り、学年等による取り組みよって、
さらなる徹底を図る。

・

生活指導部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

〇教育委員会規則に掲げる時間外在校
時間の上限（月45時間　年間360時間）
を遵守する。

・定時退勤推進日の退勤時間を守られた日
数を90％以上とする。
・共通理解を効率的に行い、会議の回数や
会議時間の精選及び効率化を図る。

B

・定時退勤推進日の「18時までに退勤」を守られたに日数は
87.5%だった。夏季休業の７月と８月を除いては、毎月５～６
名、時間外勤務時間が月45時間以上だった。
・パソコン内の「掲示板シート」で共通理解を図るようにしたた
め、連絡会の時間削減ができた。

・

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育

○職員の専門性と意識の向上 〇特別支援に関する専門性が向上した
教員１００％

・特別支援に関する研修会の実施
・ケース会議の開催と情報共有

B
・「児童の実態を把握し特性に応じた支援に努めた」という職
員は、「よくあてはまる」46.2%、「あてはまる」53.8%であった。
・「応用行動分析の考えを基にした行動」研修を行った。
・必要に応じてケース会議を開き対応策を講じ支援に当たっ
た。

・
特別支援教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上に向けた取組では、学力向上コーディネーターが中心となって、県学習状況調査結果の分析から課題の把握、対応策の検討等、全職員で分担をして研修を行った。

　教職員アンケートの項目『学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を達成した教職員が９０％以上』達成しており、日々の指導により、学習状況調査の結果も良好。

・業務改善及び教職員の働き方改革の推進では、働き方改革の研修を行い、個人の振り返りと今後の取り組みを考えさせ、教職員の意識の改革を行った。

　時間外在校等時間の平均は減ったが、まだ上限(月45時間）を遵守できていない教職員がおり、引き続き取り組んでいかなければならない。

２　学校教育目標 進んで学び　さわやかに　たくましく生きる子どもの育成

３　本年度の重点目標

①　全ての子どもが「学ぶ喜び」「分かる・できる喜び」を感じられる教育活動を推進し、学力の向上を図る。

②　全ての子どもに「自分や友だちのよさを認め、仲よく活動する」機会を作り、「学校に来てよかった」と思える成就感の向上を図る。

学校名 白石町立有明東小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


